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この教育委員会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と低VOCインキを使用しています。

ず 涼  風 が 吹 いていたとのことで、旅人もここで休息を
りょう ふう ふ

とっていたそうです。
　またこの榎は、熊野宮の 建  立  場  所 の 選  定 にも大きく

こん りゅう ば しょ せん てい

かかわりました。小川村開拓名主 小  川  九  郎  兵  衛 の出身
お がわ く ろ べ え

地である、岸村（今の 武  蔵  村  山  市 の一部）のあった村
む さし むら やま し

山村（当時）の 延  喜 
えん ぎ

 式 
しき

（927年ごろ成立） 内  社  阿  豆  佐 
ない しゃ あ づ さ

 味  天  神  社 神主だった 宮  﨑  主  馬 は、のちに小川新田とな
み てん じん しゃ みや ざき しゅ め

る一本榎 一  帯 の新田開発に先立ち、 宝  永 元年（1704
いっ たい ほう えい

年）に阿豆佐味天神社の 摂  社 である熊野宮の 社 を 鎮  守 
せっ しゃ やしろ ちん じゅ

（村を見守る神社）としてこの榎の 側 に 祠 を 建 てて 移 
そば ほこら た うつ

し、それが現在の仲町にある熊野宮のはじまりとなり
ました。
　一本榎はその後、 寛  保 年間（1741～1744年）ごろ

かん ぽう

に 枯 れてしまい、２代目の榎は幹回り約210㎝ の大木に成長しましたが、大正３
か

（1920）年９月の 暴  風  雨 により 倒 れてしまいました。現在、熊野宮にある一本榎は、
ぼう ふう う たお

３代目の榎となります。
　現在、榎の周りは都市化が進み、住宅が建ち並ぶようになりました。この榎は 樹  齢 

じゅ れい

100年弱のため、まだ樹高は低く、昔と比べると目立たなくなっていますが、いまも
この地に枝を広げ、小平市を見守っています。

 武  蔵  野  乃  一  本  榎 
む さし の の いっ ぽん えのき

 私 たちの 身  近 な 文  化  財 
わたし み ぢか ぶん か ざい

　武蔵野乃一本榎は、小平市 仲  町 に 鎮 まる 熊  野  宮 の 社  殿 の 真  裏 にあり、市の
なか まち しず くま の ぐう しゃ でん ま うら

 史  跡 に指定されています。
し せき

　小平市は現在 住  宅 が建ち 並 び、人口19万の大きな市となっていますが、か
じゅう たく なら

つての 市  域 は川もなく水の 便 が悪いところで、人家が一 軒 もない原野でし
し いき べん けん

た。そんな原野の中にそびえ立っていたこの榎は、遠くからもよく見え、 近 
きん

 隣 の村人たちから「一本榎」として親しまれていました。
りん

　熊野宮や地元の言い伝えによると、この榎は小平市の 発  祥 となる小川村の
はっ しょう

開発（ 明  暦 ２年・1656年）以前からあり、その高さは 群 を
めい れき ぐん

 抜 いており、榎
ぬ

から１kmほども離れた 鎌  倉  街  道 （現在のJR武蔵野線新小平駅の西）からも
かま くら かい どう

見ることができたそうです。
　また、江戸時代に記された『 新  編  武  蔵  国  風  土  記  稿 』という武蔵国（現在の

しん へん む さし のくに ふ ど き こう

東京都・ 埼  玉  県 ・ 神  奈  川  県 の一部）にあった村々の地理風土について記した
さい たま けん か な がわ けん

書物には、「（小川新田） 熊  野  社 ・・・社の後に榎の大樹あり、この村開発の
くま の しゃ

以前は 茫  々 たる原野なれば、近村の民等 秣 かりに出たるも、この木を 標 とな
ぼう ぼう まぐさ しるべ

して往来をなせしよし」とあり、小川新田（今の仲町・ 喜  平  町 ・学園西町・
き へい ちょう

学園東町・上水新町・上水本町の一部）の 開  拓 （ 享  保 ７年・1722年） 以  前 
かい たく きょう ほう い ぜん

は、この辺りは草がぼうぼうの原野で、近くの村の人々は、 飼  葉 や畑の 肥 や
かい ば こ

しに使うまぐさ（この土地では主にススキの一種を用いた）をここに 刈 り取
か

りに来るときに、この榎を目印にしていたと記されています。
　こうした言い伝えや古い 記  録 から、 江  戸  時  代  当  時 すでにここに榎の大木が

き ろく え ど じ だい とう じ

生えていて、遠方からもよく見え、道しるべとされていたことがわかります。
青梅街道の 道  沿 いにある、東の 田  無  村 （ 現 西東京市）や西の 箱  根  ヶ  崎  村 （現

みち ぞ た なし むら げん はこ ね が さき むら

 瑞  穂  町 ）から小平方面へ行き来する旅人たちも、きっと一本榎の大きな 姿 を
みず ほ まち すがた

目にしたことでしょう。言い伝えでは、榎の枝は四方へ広大に広がり、 木  陰 
こ かげ

は 差 し 渡 たし百数十間（約270m）もの広さとなり、 真  夏 の 炎  天  下 でも 絶 え
さ わ ま なつ えん てん か た

小学生、中学生に読んでもらいたい記事を
のせています。読めない字があったら、おう
ちの人に教えてもらってね。

〈現在の一本榎〉

　毎年好評いただいている本の福袋を、今年も貸し出
します。どんな本が入っているかは、借りてからのお
楽しみです。
と　き　12月19日（土）から　※無くなり次第終了。
ところ　市内図書館・分室全館
内　容　対象年齢別に貸し出します。
　　　　子ども向け（０～２歳児、３～６歳児、小学

１・２年生、小学３・４年生、小学５・６年
生、中学・高校生）、大人向け

　　　　※図書館利用
カードの登録
が必要です
（利用停止の
方は不可）。
本の福袋の本
も貸し出し冊
数に含みま
す。

問合せ　中央図書館　☎042（345）1246

本との新しい出会いを

　書道の必需品である筆、墨、硯、紙のことを「文房四宝」と
言います。平櫛田中は書の作品制作のかたわら、様々な書道
具を収集して楽しみました。展覧
会では、平櫛田中の書の作品とと
もに、田中が並々ならぬこだわり

をもって収集した「硯」や「墨」をはじめとした書道具のコ
レクションをご紹介します。
と　き　２月14日（日）まで
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開館時間　午前10時～午後４時　
　　　　　※なるべく午後３時30分までに入館してください。
休館日　　火曜日、年末年始
　　　　　（令和２年12月27日（日）～令和３年１月５日（火））
観覧料　　一般…300円、小・中学生…150円
　　　　　※駐車場をご利用の方はご相談ください。
問合せ　　平櫛田中彫刻美術館　☎042（341）0098

「本の福袋「本の福袋」」「本の福袋「本の福袋」」

〈河緑石蘭亭硯〉

〈夕月〉
新収蔵作品　初公開

　職業能力開発総合大学校の協力
のもと、今年もなかまちテラスに
イルミネーションが点灯しまし
た。今年はこのイルミネーション
が仲町を越え、遥か遠くまで届く
ようにという思いなどを込め「遥」
になりました。来年２月末頃ま
で、午後５時から午後10時まで
点灯しています（第３木曜日と年
末年始を除く）。
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★
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今年も「なかまちテラス」に

イルミネーションが点灯しました

～イルミネーションでつながる地域の輪～
×　地域　×　学生

「第３回なかまちテラスティーンズ委員「第３回なかまちテラスティーンズ委員会会
大賞」が決定しまし大賞」が決定しましたた

　今年度も、なかまちテラスティーン
ズ委員会は、10代が薦める10代にぜ
ひ読んでほしい本「なかまちテラステ
ィーンズ委員会大賞」を決定しました。
　今年度は、３つの候補作品の中か
ら、市内の中学生・高校生による投票
により決定しました。
　大賞とならなかった作品も含め素晴
らしい内容の本ばかりですので、ぜひ
一度読んでみてください。

「きみの存在を意識する」大　賞 梨屋アリエ　著
ポプラ社


